
このカラフルな掲示板、天白区内のどこかで見たこと
ありませんか？答えは３面です。
【昔の写真募集中！】
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　手遊びや紙芝居、保健師によるお話、おやつタ
イムなど、充実したプログラムで１時間半はあっ
という間！　約12年の歴史を持つ「すくすくほっ
とルーム」は、植田学区の子育てサロンです。「ご
近所でのつながり作り」という大きな役割を持っ
ていて、参加者同士のおしゃべりもはずみます。
　子育てのベテランである主任児童委員をはじめ、
民生委員、保健師とも気軽に話せ、参加者からは「育
児の不安や悩みの解決にもつながる」という喜び
の声も。「『また行きたい』と言っていただけるこ
とが嬉しいですね」と、スタッフは笑顔を見せます。

　一人暮らしの高齢者が対象のたけのこ会は、民生委員・児童
委員さんの手によって、食材の提供・買い出しから調理・配膳
まですべて行われる給食会です。調理は役割分担もばっちりで、
てきぱき進み、心のこもったお手製のランチョンマットなど工
夫もたっぷり。彩り鮮やかな食事がより華やかになります。
　食後のお楽しみは、さまざまな出し物です。幼稚園の子ども
たちと一緒にお遊戯をしたり、ボランティアの演奏で歌を歌っ
たり。笑顔の交流が広がります。この会には毎月、社会
福祉協議会といきいき支援センターの職員も出席し、
いろいろな悩みごと相談にも応じています。

開催日・場所　毎月第2水曜日（1・8月を除く）
                      11:30～　植田コミュニティセンター

　1月28日、植田小学校で「植田ふれあ
いデー」が行われました。PTAが主催と
なり、民生委員や老人クラブなど地域の
諸団体が協力。さまざまな企画に、子ど
もたちの笑顔がはじけました。
　点字体験のブースでは、自分の名前
を一文字ずつ慎重に打っていき、打ち
終わると講師の方に確認してもらいます。
「点字で私の名前を読んでもらえたよ！」
と感動の声があちこちで聞こえました。
また、アイマスクをしながらパズルな
どのゲームをし、目の見えない世界を
体験するコーナーもありました（詳し
くは2面「まちの声を聞きました」へ）。
　担当者は「多くの児童に、実際に点字
を打つ体験をしてもらうことができ、よ
い経験をしてもらえたと思います」と話
してくださいました。
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開催日：毎月第1金曜日 10:30～
場　所：植田コミュニティセンター
参加対象：4～12ヶ月の乳幼児とその親
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天白を元
気にする社協発情報紙

32号 　　　とは

そんな思いがひとつになって
　　　と名づけました！

ぱわ 天白を元気にする力（パワー）

わ 地域をつなげる輪（わ）と
和める（わ）たまり場づくり

天白を元気にする社協発情報紙 1

地域福祉推進協議会の事業を中心に、
身近な地域の取り組みを紹介してい
ます。第9回は植田学区です。
地域福祉推進協議会は、地域住民みんなで“誰もが安心し
て暮らせる福祉のまちづくり”をめざした取り組みを行う
ことを目的に、小学校区ごとに設置されている団体です。

情報紙「ぱわわ」へのご意見、ご感想も
はがき・FAX・メールにて受け付けています。

発行　社会福祉法人名古屋市天白区社会福祉協議会
　　　情報紙「ぱわわ」プロジェクト
　　　〒468-0015 名古屋市天白区原一丁目301
　　　原ターミナルビル3階
　　　TEL:052-809-5550　FAX:052-809-5551
　　　E-mail:tenpakuVC@nagoya-shakyo.or.jp
　　　http://www.tenpaku-shakyo.com
編集　株式会社 リベルタ
　　　〒466-0842 名古屋市昭和区檀渓通2丁目4-2 檀渓ビル2F
　　　TEL：052-833-0987　FAX：052-833-0988
　　　E-mail:libertad@mbp.nifty.com

視覚障がいその他の理由で活字のままで読むことが困難な人の
ために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡
大図書」等の製作をすることを認めます。

この情報紙は再生紙を利用しています。
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地域住民と小学生児童、保護者の交流を盛んにする植田ふれあいデーを中心に、地域での
子育ての第一歩を担う子育てサロン、民生委員のまごころたっぷりな給食会を紹介します。
地域住民と小学生児童、保護者の交流を盛んにする植田ふれあいデーを中心に、地域での
子育ての第一歩を担う子育てサロン、民生委員のまごころたっぷりな給食会を紹介します。
地域住民と小学生児童、保護者の交流を盛んにする植田ふれあいデーを中心に、地域での
子育ての第一歩を担う子育てサロン、民生委員のまごころたっぷりな給食会を紹介します。
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広 告 募 集 中
地域のふくし情報紙「ぱわわ★天白を元気にする情報紙★」
に広告を載せてみませんか？？
・次号発行：平成24年6月8日（金）・発行部数：約61,000部
（中日新聞折込及びポスティングにより各戸配布しています）
・広告掲載料【1枠基本料金】：表面・裏面…20,000円
　　　　　　　　　　　　　　 　  中面…18,000円
※複数枠掲載や連続掲載による割引もございます。詳しくは
お問合わせください

天白区社会福祉協議会　ぱわわ担当：松井
TEL：052-809-5550　FAX：052-809-5551
E-mail：tenpakuVC＠nagoya-shakyo.or.jp

連絡先

読者の皆様のご意見やエピソードなどを募集しています。情報紙「ぱわわ」プロジェクトあ
て、郵送またはメール、FAXにてお送りください（応募先は表紙上部に記載してあります）。
文字数は300字以内でお願いします。なお、掲載にあたっては、意味を損ねない程度に編
集する場合があります。掲載させていただいた方には、図書カード（500円分）を進呈します。

みなづき会みなづき会みなづき会みなづき会みなづき会みなづき会第5回

天白区を中心に活動しているボランティアグルー
プを紹介するこのコーナー、今回は点訳グルー
プの紹介です。

社協からのコメント　穴見さんは、奥様の介護をする中で、水分摂取の大切さを感じ、水分
接種目安器の制作を決意。熱中症や脳卒中、薬の飲み忘れの防止になれ
ばと、試行錯誤を重ねて完成したのが「ミナー」（写真）です。
　使い方はいたって簡単。摂取し
た水分量に見立てたブロックを、
目盛に沿って移動させるだけで、
水分の摂取状況がわかります。し
かも本人だけでなく、家族や周り
の人も一目で水分摂取量がわかり
ます。
　穴見さんは「今までたくさんの
人に助けられてきました。そのお
返しをしたい」との想いから、東
日本大震災の被災地への支援を決意。ミナーを被災地の病院や仮設住宅
に送ったり、販売した売り上げ金を被災地へ送ったり
しています。
　「震災を忘れてはいけない」と、強い想いを語って
くださった穴見さん。その想いを多くの人に伝える
ために、詩も作っているとのことです。
　私たちの心は変わらず、被災地、被災された方々
に寄り添うことが大切なのではないでしょうか。

定例会でしっかり勉強

天白区社会福祉協議会
担当：首藤

天白区社会福祉協議会　担当：首藤　TEL：052-809-5550
※例会には、春休み、夏休み、冬休みがありますので、事前に
　日程をご確認ください。　みなづき会は、昭和63年6月（水無月）の点字講習

会をきっかけに発足しました。月に2回の定例会と、広
報なごや・情報紙ぱわわなどの点訳が主な活動で、新聞
記事や福祉施設の食事メニューの点訳、小中学校で点
字を教える福祉体験なども行なっています（今号の1面
記事「植田ふれあいデー」でもメンバーが活動）。
　点訳は、多くの人に配付するものはパソコン、それ
以外のものは手打ちと、目的によって使い分けています。
　点字は紙の裏側に右から左へ打ち、読むときは表に
向けて左から右へ読みます。打ち方と読み方では向き
が逆なので、両方の習得は少し大変ですが、和気あい
あいとした雰囲気の中、先輩方が優しく教えてくれます。
　また「まずは点字に触れてもらいたい」と、毎年「誰
でもできる点字教室」を開催しています。教室に参加し、
そのままメンバーになる人もいるそうで、メンバーは
現在、30人ほど。「新しい人向けに勉強会も行っている
ので、自分のペースで習得できますよ」と、快く迎えて
くれます。
　点字に関心を持たれた方は、まずは「誰でもできる
点字教室」にお気軽にご参加ください（詳しくは3面の
「ボランティア・イベント情報」を参照）。たくさんの方
のご参加を、お待ちしています。

定例会でしっかり勉強

植田ふれあいデーで点字を教える様子各自、自分のペースで作業を進めます

問合せ先

　植田ふれあいデーにて福祉体験をした小学生23人にインタビューをしました。　植田ふれあいデーにて福祉体験をした小学生23人にインタビューをしました。

アイマスク体験
をしてみて

今回の
テーマ 読者の方からご紹介を受け、水分目安器「ミナー」を作った穴見さんに  

お話を伺いました。

A:13人
A:6人 A:4人

B:7人 B:9人 B:11人

C:3人 C:7人

C:1人D:1人

D:4人
回答 回答 回答

  担当したPTAの声
●遊び感覚で体験するのではなく、見えない状態で生活
することの大変さ、そのことが尊敬に値するというこ
とを感じてほしいです。障がいのある本人が「障害」
なのではなく、社会が「障害」なのではないでしょうか。

●アドバイスが助けになったという子には、「声かけの
大切さに気づけたね」と伝えました。声かけをする勇
気を持ってほしいですね。

紙上プチ講座

　例会の日時・場所
 ● 毎週水曜10:00～12:00
 ● 天白生涯学習センター
※春休み、夏休み、冬休みがあ
りますので、事前に日程をご
確認ください。

TEL：809-5550
FAX：809-5551

   アイマスクをして目が
見えない状態で、何が一
番頼りになりましたか？
A 触覚
B アドバイス
Cその他（こわかった、
　不安だった）

アイマスクをしてさ
わったものがすぐにわか
りましたか？
A すぐにわかった
B しばらくしてわかった
C わからなかった
D その他

   体験をしてみての感想
（複数回答）
A 楽しかった
B 難しかった
C 怖かった
D その他（コメント）

目の見えない人は、
こんな気持ちなん
だなぁ。

こわかったぁ～！
真っ暗な世界で
なんもわからんで…

1 2 3

穴見さん

コ メ ン ト
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　　 天白区在宅サービス
センターの掲示板です。

在宅サービスセンターの廊下にある掲示版「くろ
～ずあっぷ！まちのボランティア」です。ボランティ
ア活動の様子を、写真やインタビューなど盛りだ
くさんの内容で紹介しています。写真は災害ボラ
ンティア特集を掲示しています。
その他、在宅サービスセンターでは、さまざまなチ
ラシやパンフレットも用意し、地域福祉の情報提
供を行っています。気にな
る情報があれば、お気軽に
お問合わせください♪
（原ターミナルビル３階、連
絡先は本紙1面上部に記載）

ボランティア・イベント情報
ボ ボランティア イ

ボ

イベント

 

 
「誰でもできる点字教室」参加者募集！  
点字は、目の不自由な方の情報伝達手段として大きな役割を
果たしています。わずか６点の組み合わせで五十音だけでな
く英語も数字も表現できる点字。
そのような点字を一緒に勉強してみませんか？点字に触れて
みたい方、初めて学ぶ方、ぜひお気軽にご参加ください。
■日　時：6月7日（木）五十音と数字
                  14日（木）点字の約束ごと
                  21日（木）絵本
                  28日（木）まとめ
             （4回連続講座）　いずれも10:00～12:00です。
■場　所：天白区在宅サービスセンター研修室
　　　　 （地下鉄鶴舞線原駅真上3階） 
■費　用：300円（保険料・資料代含む）
■定　員：20名（先着順）、5月24日（木）までに電話また

はFAXでお申し込みください。
■主　催：点訳ボランティアグループ「みなづき会」 
■問合せ・申込み先：天白区社会福祉協議会 
                    担当：首藤（しゅとう）
　　　　　　　（連絡先は本紙１面上部に記載）

簡単なパソコンの操作を教えてください！！  
「パソコンを使ってインターネットを楽しんだり、簡単な入
力作業がしたい！」というやる気十分の高齢者に、その方の
自宅でパソコンの簡単な操作方法を教えて下さるボランティ
アを募集しています。パソコンの資格の有無は問いません。

初歩程度で構いませんので、定期的にボランティアしていた
だけませんか？
■日　時：火･木･金（このうち週１回程度）
　　　＊具体的な活動日時は、ご相談のうえ調整します。
■場　所：その方のご自宅（天白区内）
■問合先：天白区社会福祉協議会
               担当：首藤（しゅとう）
             （連絡先は本紙１面上部に記載）

認知症高齢者を介護する家族支援事業 
いきいき支援センターでは、以下のような事業を行っており、
高齢者を介護予防・権利擁護などの面から支えます。他にも
医師による専門相談、家族サロンを行っています。詳細な内
容については、各センターにお問合わせください。※予約制
＜東部いきいき支援センター＞
■対　象：植田・原・久方・平針中学校区の方
　　　□認知症家族教室　4月19日（木）、5月17日（木）、
　　　　6月21日（木）、7月19日（木）、8月23日（木）
　　　　（全5回）13：00～15：00
　　　　　　　　（5月17日のみ13：30～15：30）
■申込み先：天白区社会福祉協議会内（原1丁目）
　　　　　TEL：809-5555
＜西部いきいき支援センター＞
■対　象：御幸山・南天白・天白中学校区の方
　　　□認知症家族教室　4月24日（火）、5月22日（火）、
　　　　6月26日（火）、7月24日（火）、8月28日（火）
　　　　（全5回）13：30～15：30
■申込み先：八事苑内（大坪2丁目）
　　　　　TEL：839-3663

天白区内の昔の写真を
募集しています。掲載
させていただいた方に
は、500円分の図書
カードを進呈します。

平成23年
5月28日（土）

6月

7月9日（土）

10月8日（土）
～9日（日）

10月23日（日）

10月25日（火）
～30日（日）

11月19日（土）

平成24年
2月16日（木）

3月17日（土）

・第16回総会を開催…平成22年度決算及び
今年度の活動について協議しました。

・ふれ愛ネット天白マスコットキャラクター
の投票及び集計

・顔合せ交流会を開催…魚
つりゲームで会員どうし
の交流を深めました。
・ふれ愛ネット天白マスコッ
トキャラクターの決定

・天白生涯学習センター
まつりにブース出展…
マスコットキャラクター
応募作品の展示を行い
ました。

・第27回天白区福祉区民
のつどいを開催…ふれ愛
ネット天白の活動PR及
びマスコットキャラク
ター表彰式を行いました。
・防災フリーペーパー「Sig-N（サイン）」
vol.003発行

・みんなの作品展in天白でのPR…マスコッ
トキャラクター応募作品の展示を行いました。

・やみなべ交流会　※雨天のため中止

・名古屋市ボランティア連絡協議会交流会に  
ブース出展…ふれ愛ネット天白の活動PR
を行いました。

・風船バレー交流会を開催（予定）…
　風船バレーを通じて会員内外の交流を深
める
・防災フリーペーパー「Sig-N（サイン）」
vol.004発行（予定）

平成24年度分のボランティア活動保険の
申込みを受付けております。
安心して活動するためにも、ぜひご加入く
ださい！

※3月31日までに申込みした場合は、4月
　1日からの補償となります。
※加入手続きの際は、印鑑と保険料をお持
　ちください。（保険料：プランにより
　250円～470円）
※加入には、本会にてボランティア登録し
　ていただくことが必要です。

補償期間：加入日の翌日から
　　　　　平成25年3月31日まで

お知らせ

ボランティア活動保険
のご案内
ボランティア活動保険
のご案内
ボランティア活動保険
のご案内
ボランティア活動保険
のご案内
ボランティア活動保険
のご案内
ボランティア活動保険
のご案内

ふれ愛ネット天白の活動報告
（平成23年度の主な実施内容について）

お申込み
お問合せ

天白区社会福祉協議会
ボランティアセンター
（連絡先は本紙1面上部
に記載）

ボランティア活動保険とは・・・
●ボランティア活動中のご自身
のケガ（傷害事故）
●他人の物を壊してしまった（賠
償事故）など

来年度も「つながり」を大切にしながら、様々な活
動を展開していく予定です。「活動に参加してみた
い！」と思った方は、お気軽にお問合せください。

の事故を幅広く補償する保険です。
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「ふれ愛ネット天白」事務局
（天白区社会福祉協議会内）
TEL: 809-5550　FAX: 809-5551

問
合
せ
先



◆ 介護に関する御相談は
　 居宅介護支援事業所へ
◆ ショートステイ、デイサービス
　 の利用も出来ます
　 （併設：養護・特別養護老人ホーム）

http://www.kk-lcs.co.jp
e-mail lifecare@kk-lcs.co.jp

そこにあなたが
いてくれること。
家族が幸せになる
そんな介護がありました。

・
・
・
・
・

〒468-0033
名古屋市天白区一つ山三丁目52番地
福祉事業本部
    〈052〉717-3899

デ イ サ ー ビ ス
小規模多機能ホーム
小規模多機能ホーム
グ ル ープ ホ ー ム
小規模多機能ホーム

ライフケア久方
ライフケア山根
ライフケア一つ山
ライフケア一つ山
ライフケア平針
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この情報紙は、広告収入の他、皆さまから寄せられた賛助会費・共同募金配分金を財源としています。

し ゃ き ょ う か ら の お 知 ら せ
本年度も、赤い羽根共同募金にご協力いただき
誠にありがとうございました

10,906,548円 一般募金実績額 10,538,303円
歳末募金実績額       368,245円

平成23年度 赤い羽根共同募金実績額

 認知症の人の世界を知る（その20）
“ご家族様の思い”

予  防  接  種32 23
No.No.

次の方々より天白区社会福祉協議会にご寄付をいただきました。厚くお
礼申しあげます。天白区の地域福祉推進に有効に活用させていただきます。
（平成24年　1月31日までの受付分 受付順）
○日本民踊研究会　豊寿会　様　　○株式会社　平安閣　様
○植田南学区女性会　様　　　　　○植田学区女性部　様
○天白区手をつなぐ育成会　様　　○匿名　6件

今年度も区民の皆様から多くの募金をお寄せいただきました。赤い羽根共同募金
は、愛知県共同募金会でとりまとめられ71％が天白区の高齢者を対象とした給食
会、子育て中の親子を対象とした憩いの場（サロン）の運営など、地域福祉活動に
役立てられます。残りの29％が愛知県下の民間社会福祉施設の整備等に役立て
られます。今後とも共同募金にご理解、ご協力いただきますようお願いいたします。
名古屋市天白区共同募金委員会（天白区社会福祉協議会内） TEL: 809-5550  FAX: 809-5551
※赤い羽根共同募金の使いみちなどの情報につきましては、ホームページ（http://akaihane.or.jp）
をご覧ください。

認知症をお持ちの80代のAさ
んは、奥様と一緒に在宅で暮ら
しています。半年ほど前から奥
様のことがわからなくなってし
まいましたが、奥様はAさんの変
化を受容し、穏やかに暮らして
いました。
Aさんのケアプランの会議中
のこと。内向的なAさんの外出意
欲が高まり、外出についての前向
きな計画がすぐにまとまること
と思っていましたが、奥様が頑 
なに反対され、大変驚きました。
奥様は後になり、その理由を話
して下さいました。「長年、自営

業をしてきた夫の今の姿を、近
隣に見られたくない」、「夫が近
隣に“家内を知りませんか？”と
尋ねることが耐えられない…」。
奥様は、Aさんの変化を受け入れ
てきた一方で、近隣の理解に   
不安を持ち、悩まれていました。
認知症の介護は、介護に関わ 

るご家族様の支
援も大事です。
それには、
周囲の理
解が不可
欠なのです。
（モカ）

       　  子育てに付きものなの
が予防接種。次から次へと通知
がきますが、学校に通いだすと
ある程度落ち着いてきて、娘達
も近年は冬のインフルエンザ  
予防接種ぐらいになりました。
　ところが長女に、久しぶりに
学校から予防接種のお知らせが。
「子宮頸がん予防接種」です。名
古屋市では、中学１年生から高
校１年生（相当年齢）の女子が自
己負担なしの無料で受けられま
す（半年間計3回の接種）。子ど
もの健康を守るため、娘さんの   
いるご家庭は名古屋市のホーム

ページなど
ご参照下さい。
　長女の準備
をしていると小
学生の次女が
「私も受けるの？」　私「中学生
になったらね」　次女「それって
痛いのかな？どの部分に打つの？」
　私「肩に近い腕の筋肉に打つ
んだって」…痛いのが分かっ
ちゃったかな？ と思っていたら
「はあ、良かった。子宮に打つの
かと思ったよ！ 安心した」
　うん、確かにそれは、母でも
ちょっと…。（ひだまり）

　大震災から、まもなく一年を迎えます。この一年は、防災などいろいろ
考えさせられる年でした。今年はラニーニャ現象の影響で春が遅くなりそ
うです。一日も早く、名実ともに春の訪れがやってくることを願っています。
　前回の発行後、読者の方からお便りをいただきました。編集員一同、  
大変喜んでいます。今後も、皆様からのご意見、ご感想、投稿などお寄せ
下さい。お待ちしています。（ゆ～こん）

社会福祉法人　名古屋市天白区社会福祉協議会　情報紙「ぱわわ」担当　松井
〒468-0015　名古屋市天白区原一丁目301番地　原ターミナルビル3階
TEL:809-5550　FAX:809-5551　E-mail:tenpakuVC@nagoya-shakyo.or.jp

問合せ先
ギャラリー
の投稿先

ぱわわギャラリーぱわわギャラリーぱわわギャラリー
前号のぱわわの感想と
ともに、きれいなお花
の絵手紙をいただきま
した。
坂田さんのいきいきと
した毎日がこちらに伝
わってくる、楽しい絵
手紙です♪

読者の皆様の絵手紙、イラスト、写真などの作品を、その作品にまつわるエピソードを添えて
ご投稿ください！※作品は、投稿者に著作権が有するものに限ります。投稿方法：住所、氏名
（ペンネーム）、年齢、電話番号を明記の上、郵便またはメールでお寄せ下さい。

坂田　トヨさん

※ぱわわ31号で掲載もれがあり、今号で掲載させていただきました。関係者の方々には深く
　お詫び申し上げます。


